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熱中症を疑う症状がある 

筋肉痛・筋肉の硬直・めまい・失神・大量の発汗・ 

頭痛・不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・ 

意識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温 

呼びかけに答えるか？ 
「ここはどこ」「名前は？」「今何をしている？」 

水分を自力で摂取できるか？ 

水分・塩分を補給する 
○スポーツドリンクを飲ませる（保健室内冷蔵庫） 

※もしくは 0.1～0.2％の食塩水 

症状はよくなったか？ 

 

そのまま安静にして十分に休養をとる 
○経過観察 

 

【注意点】 

・既往症等も確認する   ・管理職、養護教諭に速やかに報告     ・保護者への連絡 

・救急体制における原則であり、事故発生状況により、この限りではない。 

・生命救助を第一と考え、臨機応変に対処する。 

救急車を要請 （１１９番） 

救急車を要請 （１１９番） 

医療機関へ 

救急搬送 

○救急車を搬送した場合は職員に周知 

○救急車の誘導 

（誘導する門の確認）（校内の搬送ルート確保） 

 

いいえ 

□応答が鈍い 

□言動がおかしい 

□意識がない   等 

 

いいえ 

いいえ 

涼しい場所に運び服を緩めて体を冷やす 
○冷房の効いた室内、風通しの良い日陰に運ぶ      

○衣服を緩めて、寝かせる 

○氷、保冷剤（保健室内冷蔵庫）などで首、脇の下、足のつけ根を集中的に冷やす 

○一人にしない                    

○保護者へ連絡する（状況・受診医療機関の確認・保険証持参の依頼） 

熱中症の対応 
 


